
　和歌山県内における『空き巣』や『忍込み』『倉庫荒し』などの”侵入盗”認知件数は、４
月末時点で２９７件と、前年同月比で２５件の増加となっています。
　また、侵入口で最も多くなっているのは、「表出入口（玄関）」で、全体の約３８．４％を
占めています。さらに、侵入方法では、「無締まり」によるものが全体の約３９．７％と最も
多く、次いで「ガラス破り」が約２７．３％となっています。
　短時間でも留守になる時は、必ずカギをかけましょう。また、ドアや窓には２つ以上のカギ
を掛けるとともに、防犯性能の高い防犯建物部品の使用を検討しましょう。
　※数値は全て暫定値。
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青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

万引きなどの犯罪のない社会を呼びかけ ～高松・吹上～

　周辺の地域安全推進員や和歌山県警察と協力して防犯啓発

　平成２６年５月１４日、和歌山市西高松にあるメッサオークワ高松店前で、周辺地区の地域
安全推進員会の皆さんや和歌山西警察署、和歌山県警察本部が協力して防犯啓発を実施し、青
パト”まもるくん”も参加してきました。
　啓発では、啓発用ポケットティッシュを一人ひとりに配りながら、自転車へのカギ掛けを呼
びかけたり、振り込め詐欺などの特殊詐欺への注意を呼びかけたり、万引きなどの犯罪の無い
社会の実現を呼びかけたりしました。

和歌山県内における侵入盗認知件数（平成２６年１月～４月末）


